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Ⅰ．はじめに

　新潟青陵大学キャンパスライフサポート室（以
下：サポート室）は、2009年に開室し、現在まで、
年度毎の利用状況について比較検討（岡田ほか2010）
や、年々利用人数や件数が増加傾向にあることや学
科や学年によって利用や相談に対する要請が異なる
状況について報告してきた（山倉ほか2011）。しかし、
どの時期に各学年・学科の利用頻度が増加するの
か、どのような相談内容が多くなるのかなどについ
て、実際の学生支援の現場で要請される視点からの
検討はまだ行っていない。また、平成27年から卒
業・修了予定者の就職・採用スケジュールが変更され、
年々、早期に開始されてきていた就職活動時期が、
３ヶ月繰り下げられることになり激変が予想されて
いる。この状況の変化に応じて、学生の動向も大き
く影響を受ける可能性があり、学生支援において
も、柔軟な方向性を持つ必要がある。本稿では、学
生の来談時期を比較することで、各学科・学年が、
どの時期にどんな問題を抱えて来談するのかについ
ての方向性を検討することを目的とした。また特に

就職活動と関連の深い、進路選択を意識し始める時
期、実習時期などと来談時期との関連性についても
分析し、今後の学生支援においてサポート室の位置
づけに反映させる方策を検討する。

Ⅱ．方法

　サポート室に保管してある平成22年度から平成24
年度（2010年４～2014年３月）までの３年間のデータ
について、再集計を行った。初回来談の385人を集計
の対象とし、２回目以降の来談については対象外と
した。学科によって３年間の利用人数や利用目的に
差はあるが、学科全体での比較については、すでに
前述どおり報告（岡田ほか2010，山倉ほか2011）して
きたため、本稿では省略している。

Ⅲ．結果

１．利用頻度

　⑴　各月の利用頻度
　３年間の各月の利用頻度を各月の利用人数から集
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計した（図１）。最も多かった月は「４月」67人
（17.4%）であり、次いで「６月」「11月」58人
（15.1%）、「５月」55人（14.3%）と続いた。大学が
長期休業となる８～９月、12～１月、２～３月の期
間は、サポート室も閉室期間を設けるため、それに
伴い人数も少なくなっている。
　１年を４～９月の「前期」と10～３月の「後期」
に分け、更に３ヶ月ごとに「前半」と「後半」の４つ
に分けて利用人数を集計したところ、「前期前半」
46.8%、「前期後半」、12.7%、「後期前半」31.9%、「後
期後半」8.6%であった。これらのことから学期前半に
利用人数が増える傾向があることについて把握された。

　⑵　学科別利用人数
　３年間の利用人数を合計したものを、各月・各学
科別に集計した（図２）。最も来談人数が多かった
月は、看護学科「４月」、福祉心理学科「４月」
「５月」、幼児教育学科「10月」、人間総合学科
「11月」であった。すなわち、学科によって利用人
数が多くなる月が異なっていた。

　⑶　学年別利用人数 
　利用人数を学年別に集計したものを表１に示す。
また各学科で、月ごとにどの学年の利用が多いか比
較した。

図１　各月の利用人数

図２　学科別利用人数

表１　学科・学年別利用人数
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１）看護学科
　「４年生」55.9%と４年生が半数以上を占める結果
となった（図３）。１～２年生の間に利用する学生
は少なく、３年生後期から利用が増加し始める。４
年生の前期にピークとなり、その後の利用は減少す
る傾向が認められる。
２）福祉心理学科
　「３年生」38.2%と３年が最も多かった（図４）。
他の学科にはない福祉心理学科の特徴として、１年
生前期の利用が多いことがあげられる。１年生前期

以降、２年生後期までは低く推移していく。３年生
になると、年間通して利用は高く推移していき、４
年生の４月をピークに減少し、４年生の８月に一度
利用が多くなるのが特徴である。
３）幼児教育学科
　「１年生」54.4%とやや１年生が多い結果となった
（図５）。１年生10月でピークとなり、２年生10月
までの１年間はある程度の利用はあるが、それ以降
になると新しく利用する学生は認められなかった。

図３　学年別利用人数　①看護学科

図４　学年別利用人数　②福祉心理学科

図５　学年別利用人数　③幼児教育学科
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４）人間総合学科
　「１年生」65.6%と２年生に比べると、２倍近く多
い結果となった（図６）。１年生の４月～７月に掛
けてある程度の利用があり、11月にピークとなる。
２年生の４月でもう一度利用が多くなり、10月まで
ある程度利用が継続するが、その後利用する学生は
認められない。短期大学では、10月以降の新規利用
者は減少傾向となる。

２．利用目的と相談内容

　⑴　各月の利用目的
　サポート室を利用した目的を月ごとに集計した（図
７）。「相談」は「４月」25人（20.7%）が最も多く、「心
理検査」は「11月」42人（17.7%）、「職業検査」は「２
月」４人（28.6）が最も多かった。「休憩」と「その他」
に関しては、全体数が少なく、比較検討していない。

　⑵　各月の相談内容
　利用目的「相談」の内容について、月ごとに集計

図６　学年別利用人数　④人間総合学科

図７　各月の利用目的

図８　各月の相談内容
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した（図８）。内容は「対人」（友人・家族・ゼミ・サー
クル・恋愛）、「性格」（性格・適性）、「進路」（進
路・就職・進学・将来）、「学習」（履修・実習・資
格）、「体調」、「その他」（色々・どうしたらいいか
分からない・近況報告など）の６つに分類した。
　それぞれ「対人」は「４月」「６月」「10月」、
「性格」は「４月」、進路「11月」、学習「４
月」、体調「６月」が最も多かった。「その他」は
全体数が少なく、比較検討していない。

　⑶　学科別利用目的
　利用目的を学年別に集計したものを表２に示す。
各学科で、月ごとにどの利用目的が多いか比較し
た。「休憩」と「その他」は全体数が少ないことか
ら比較検討していない。
　また、利用目的の「相談」の内容についても、学
科別の人数が少ないことから比較検討はしていない。

１）看護学科
　「相談」は「４月」が最も多く、次いで「11月」
「１月」となった。「職業検査」は全体数が０人
だったため、比較していない。「心理検査」は４月
～７月の利用が、１年間の利用の大部分を占める結
果となった。
２）福祉心理学科
　「相談」は「４月」が最も多く、次いで「６月」
となった。「職業検査」は「５月」が最も多かっ
た。「心理検査」は「５月」と「６月」、次いで
「11月」が多かった。
３）幼児教育学科
　「相談」は「６月」が最も多かった。心理検査は
「10月」に集中しており、「４月」の２倍の利用頻
度であった。職業検査は「２月」が多かった。
４）人間総合学科
　「相談」は「４月」と「５月」が多く、心理検査

は「11月」に集中しており、職業検査も「11月」が
多かった。

Ⅳ．考察

１．来談時期の特徴

　利用頻度は、４～６月の「前期前半」と10～12月
の「後期前半」に高い傾向が認められた。４～６月
は入学や進級などによって、履修する授業内容が変
わり、学生生活の変化が大きく、ストレスを感じや
すい時期である。特に１年生は高校と大学・短期大
学の学修や環境面での変化によって、心理面におい
ても大きな影響を受ける。高校時代は、受け身的な
学校生活であったとしても、大学・短期大学におい
ては、卒業に必要な単位を計算し、履修届を自ら提
出して授業をうける能動的な姿勢が要求される。高
校時代と異なり、講義ごとに教員も一緒に受講する
学生も異なる。親元を離れて、初めての一人暮らし
によって日常生活そのものにおいても、大きな変化
が起こる。アルバイトやサークル活動を新たに始め
ることにより、そこでは新たな人間関係を築かなく
てはいけない場面が生ずる。高校時代まで、慣れ親
しんだ人間関係であった場合、大学や短大で、初め
て出会う異なる次元での人間関係の構築が要求され
ることから、高校までは順調に過ごしてきた学生に
おいても、心理的ストレスを感じる場面が想定され
る。学年が進行すると、カリキュラムの中には演習
や実習などが組み込まれ、より実践的になり、自ら
決断し判断する主体性が求められる。自分の考えを
文章や言葉にし、他の学生と共同で取り組むこと
や、ディスカッションを行うことも要請される。専
門職を目指す学生は、学年の進行により、授業内容
がより専門性を持った高度なものになり現場での実
習が必須になってくることから、確固とした将来像
と動機づけが要請される。

表２　学科別利用目的
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　利用目的として「相談」が４月に最も多く、相談
内容として「対人」、「性格」、「学習」が４月に
多いことは、上述した学生生活の変化が影響してい
る可能性がある。相談内容「体調」が６月に多くな
るのは、４月から新しい環境に適応しようと心身に
負荷を与えた結果、「心身の不調」として出現して
くる過程が推察できる。10～12月の利用頻度が高い
ことは、進路選択・就職活動の動き出しの時期と重
なっていることが推定される。後期始めの10～11月
に利用目的「心理検査」や相談内容「進路」が多く
なることからも、進路選択や就職活動に向けて周囲
が始動する中、様々な心理的な不安や焦りが生じ、
利用のニーズが高まることが示唆される。これらの
動向は学科によって異なるため、詳細は後に述べる
こととする。また前期と後期の初めに行われるオリ
エンテーションは、相談の動向に影響を与えたこと
が推定される。オリエンテーションには、キャンパ
スライフサポート室相談員が直接足を運び、サポー
ト室の開室時間や利用方法、グループワークなどの
企画についてアナウンスする。普段はチラシやホー
ムページを通しての情報発信が多いため、相談員
が、直接学生に対峙し、情報発信できる貴重な機会
となっている。最近は、短期大学１年生後期に実施
される、学内ツアーのコースの中で、相談員が学生
とさらに近い距離で接することができるようになっ
た。今まで利用したことのなかった学生も実際にサ
ポート室の中に足を踏み入ることとなり、「全く知
らなかった場所」が「一度は行ったことのある場
所」として経験する。オリエンテーションがサポー
ト室を利用するきっかけとして大きな役割を果たし
ていることは、今までも報告してきたが、今回の結
果からも改めて再認識する結果となった。

２．学科・学年別の特徴

　サポート室で心理検査や職業検査を実施する場合
には、学生に検査を希望した目的を尋ねることにし
ている。その多くは、就職活動や履歴書の作成に活
かしたいといったものである。また、自身の性格や
家族のことを主訴として来談したとしても、学年が
進行すると進路選択に関する話題が出てくる。ここ
では、大学、短期大学の各４つの学科・学年別の来
談時期の特徴について、進路選択との関連を中心に
考察する。
　看護学科では助産師、保健師、養護教諭など、看
護師資格をどの分野で活かしていきたいか選択しな

ければならない。その希望を調査するための用紙が
就職課より配布され、３年生の12月に提出すること
となる。調査用紙を書く前に、心理検査を受けてお
きたいという学生が多いため、３年生の11月と12月
で一時的に利用頻度が増加している。また、看護学
科の就職活動は４年生前期から活発に行われるた
め、それに伴う相談や、心理検査に対するニーズの
高まりから、利用頻度もピークとなったことが推察
される。看護学科における進路選択は、上述した通
り、看護師資格を取った後の進路選択の問題がほと
んどである。そのため、一般企業や他の職種に進む
かどうかの選択で迷う学生は少ない。幅広い職種の
中から興味や適性をみていく職業検査の利用が全く
ないのは、看護師資格の取得が卒業の前提、進路選
択の前提となっているともいえる学科の特色が関係
している。
　福祉心理学科は「ソーシャルコース」「福祉ケア
コース」「子ども発達サポートコース」「心理カウ
ンセリングコース」と４つのコースに分かれている
のが特徴である。一般教養などのコース共通の科目
もあるが、学年の進級により、演習や実習を含む専
門科目が増える。１年生前期の利用が多いこと、利
用目的「相談」「職業検査」「心理検査」が４月～
６月に最も多くなることから、入学・進級の環境が
変化する時期に、利用が増える傾向があると推察さ
れる。３年生が一番多く利用する要因として、進路
選択を強く意識せざるをえない現場実習の体験が関
与している可能性がある。２年生と比べて実習期間
は長くなり、内容もより密度の濃いものとなってく
る。実際の現場を肌で感じ、改めて自分の進路や将
来を考えた時に、迷いが生じる学生が多いのではな
いだろうか。看護学科と大きく異なっているのは、
一般企業も選択肢として選ぶ学生が多いという点で
ある。また、もう一つの選択肢として、就職せずに
本学大学院臨床心理学研究科に進学する道もある。
進学か就職か、就職するのであれば専門職か一般企
業か、専門職であればどの資格をどの分野で活かす
のか、進路選択の自由度か高い分、迷いが生じ易い
のである。「相談」が４つの学科の中で一番多いの
は、一回のみの心理検査や職業検査を受けただけで
は、自らの進路を決定しにくいことが影響してい
る。就職活動期間は、一般企業を目指す学生は３年
生の早い時期から始まり、専門職を目指す学生は４
年生の後期まで続くなど、活動期間は目指す進路に
よって異なる。４年生の８月に一度利用頻度が増加
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するのは、専門職を目指す学生からの利用のニーズ
が高まるからだと推察される。
　幼児教育学科では、多くの学生が幼稚園教諭二種
免許と保育士資格を取得し、幼稚園や保育所に就職
する。一般企業の就職を目指す学生もいるが、少数
である。短期大学は就職活動の開始が比較的早く、
１年生後期から活発になる。後期に入って就職活動
を始めた学生が自己理解を深める目的で来談するこ
とから、「心理検査」が10月にもっとも多くなる。
２月は就職活動が進行するにつれて、さらに自己理
解を深めて適性を知ることを目的として来談する学
生が多いことから、相談内容も「職業検査」が多く
なり、これらの学生の中には、一般企業への就職も
検討している学生も含まれている。
　人間総合学科は、介護コースを除けばほとんどの
学生が一般企業を選択する。また、取得できる資格
も一般企業の就職に役立つような事務系の資格が多
い。事務系の資格の場合は、福祉や介護の専門職に
は要請される現場実習はない。中途で大学へ編入す
る学生もいるが、ごく少数である。就職活動の開始
は、幼児教育学科と同様に１年生後期からであり、
そのため、「心理検査」と「職業検査」が11月に集
中している。一般企業への就職が多いため、早く内
定が決まる学生は、２年生の前期には就職活動は終
了している。しかし、内定が決まらず活動が長期化
する学生や、就職活動中に進路選択に迷いの生じる
学生も存在する。そういった学生が２年生の後期に
入って、新規の来談に至ることもあり、２年生の10
月の利用率が増加している。

３．今後の取り組み

　今回の結果から専攻する学科や時期によって利用
頻度や利用目的、相談の内容に特徴があることが示
された。今後は、それぞれの学科における来談の特
徴やニーズに合わせた取り組みを進めていくことに
より、さらに柔軟で質の高い学生支援に発展させる
ことが可能になる。利用頻度が増加する前期と後期
前半、特に４～６月と10月～11月においては、相談
員がより学生側のニーズに応じて近接した取り組み
を実施していくことが、全学科・学年において効果
的に働く可能性がある。４月～６月は入学や進級に
よって対人関係の変化から、心理的ストレスを感
じ、環境への不適応感を持つ場合が生ずる。不適応
感と同時に自己理解への関心が高まり、場合によっ
ては、自覚的に心身の体調不良として現れてくるこ

とがある。従来実施していた、心理検査を用いて自
己理解を深めるグループワークに加え、「対人関係
の築き方」や「ストレスマネジメント」をテーマと
した、より大人数を対象としたセミナーや出前授業
が新たな試みとして挙げられる。10月～11月は就職
活動を開始している学生、すでに活動している学生
への支援を強化していくことが必要である。今まで
は、サポート室として、対象を絞らない全学向けの
グループワークに加え、学年・学科別で対象をある
程度絞ったものも開催してきた。今後は、「一般企
業を考えている学生」、「専門職を考えている学
生」など就職活動の内容で分けることや「これから
就職活動を始める学生」「すでに就職活動を進めて
いる学生」などの時期別にすることなど、就職活動
の内容や時期について、ピンポイントで対象を絞っ
たグループワークを試みることも検討している。
「進路をどう選んでいくか」、「就職活動への心構
え」などのテーマで、セミナーや出前授業を開催す
ることも試みとして考えられる。開催に当たっては
キャリア支援課やキャリアサポートステーションな
どの学内の他部署との連携した動きが前提となる。
　実習や就職活動の時期、進路選択の幅という観点
から今回は考察したが、学科全体の雰囲気や学生間
の対人関係などについても、ぞれぞれの学科ごとに
特徴はある。今までも、他部署において、学科の特
徴や学生のニーズの把握のために、学生へのアン
ケートを実施した検討が行われている。しかし、教
職員へのインタビューやアンケートなどは実施して
こなかった。教職員から見た学生の特徴やサポート
室に対するニーズを把握するなど、教職員へのアプ
ローチも学生支援活動の充実には欠かせない。今
後、サポート室としては、キャリア支援課やキャリ
アサポートステーションなどの学生支援に直接関わ
る部署との連携はもちろん、普段、学生により身近
に関わっている学内の様々な立場の教職員との連携
についても、今後取り組むことにより、より質の高
い学生支援を提供できるように努力を重ねたいと考
えている。

Ⅴ．まとめ

　キャンパスライフサポート室の３年間の利用状況
について、来談時期や利用目的の視点から集計を
行った。その結果、前期では４～６月、後期では10
月～11月に利用頻度が多くなること、各月によって
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利用頻度や相談目的、相談内容が異なっていた。さ
らに各学科・学年による来談時期、相談目的および
内容に特徴が認められた。実習や就職活動の時期、
進路選択の幅という視点を中心に考察し、今後の取
り組みについて検討した。本研究では、３年間に限
定されていることや、来談時期や相談目的および内
容についての集計結果のみの検討であり、相談内容
の詳細な質的分析までには至っていない。今後は、
さらにデータを蓄積し、相談内容についても質的分
析を行うなど、より多角的な視点から検討を進めて
いきたい。
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